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岩橋千塚古墳群寺内地区は、和歌山市の寺内•井辺•森小手穂•吉礼・西に

位置する古墳群で、岩橋千塚古墳群の南西の一角にあたります。

岩橋千塚古墳群は4~7世紀にかけて数多くの古墳が築かれました。また、

古墳数が全国でも有数の古墳群であり、その一部は国指定特別史跡に指定され

ています。

古墳群南西部には和田遺跡や神前遺跡、井辺遺跡などの集落跡や水田跡が広

がり、西側には古墳時代末から中世初頭に開削された宮井新溝を前身に持つ農

業用水が南流しています。この宮井新溝の開削主体は、日前宮とも言われてお

り、この農業用水開発の背景には、中世に、岩橋千塚古墳群寺内地区の東側の

土地開発に関係していた根来寺勢力への対抗措置があったとも言われており、

和歌山県北部の中世史の一端が垣間見えるものです。

また、調査地の北東部は平成 27• 28年度に調査が行われた相方遺跡に隣接

しており、弥生時代から中世にかけての竪穴建物や掘立柱建物などの遺構や土

師器や須恵器をはじめとした様々な遺物が確認されています。

このたび、和歌山平野農地防災事業新溝支線水路工事等に伴い、発掘調査を

実施しました。調査の結果、古墳時代後期から古代にかけての土坑や小穴、溝、

古代から中世にかけて埋没した自然地形の落込み、中世以降に埋没したと考え

られる溝を発見し、調査地周辺の土地利用の変遷などが明らかとなりました。

これらの成果をまとめて、発掘調査報告書として刊行いたします。本書が県民

の皆様のみならず、広く 一般の活用に資することができれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査ならびに本書の作成にあたり、ご指導・ご協

力を賜りました関係各位、地元の皆様に対し厚くお礼申し上げます。

令和 6年3月8日

公益財団法人 和歌山県文化財センター

理事長 櫻井敏雄
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第 1章 遺跡の位置と環境

第 1節地理的環境

岩橋千塚古墳群寺内地区のある和歌山市は和歌山県の北西部に位置する。市域の北側を大断層

である中央構造線が東西に横断し、断層の北側は内帯、南側は外帯に分けられる。紀の川はこの

中央構造線に沿って西流し、市西部で紀伊水道に注いでいる。紀の川の北側には大阪府との府県

境界となる和泉山脈が東西に延びており、南側には三波川変成帯が広がっているが長年の浸食に

より和歌山平野には大小の山塊が点在している。岩橋千塚古墳群もそれらの山塊及びその周囲に

展開している。

調査地の現況は道路及び農業用水路、果樹園である。地元での聞き取り及び米軍撮影の航空写

真などから戦前は調査区南の丘陵裾部まで水田が広がっていたようであるが、次第に丘陵斜面地

と裾部の一部は柿や柑橘類の果樹園となったようである。

第 2節歴史的環境（図 1)

岩橋千塚古墳群寺内地区が所在する岩橋山塊周辺は、縄文時代より多くの遺跡の展開が見られ

る。以下、周辺の代表的な遺跡について記述する。

縄文時代 岩橋山塊周辺には、縄文時代の前期から晩期にかけて形成された遺跡が認められる。

昭和 6年に国史跡に指定された鳴神貝塚のほか、禰宜貝塚(176)、吉礼貝塚（298)、岡崎縄文

遺跡（309)がそれにあたる。鳴神貝塚では、縄文時代中期から晩期にかけての遺物が出上して

おり、抜歯をされた女性を埋葬した上城墓が検出されている。禰宜貝塚では前期から後期にかけ

ての遺物が出土しているほか、多くの骨角器がみつかっている。これらの貝塚からはいずれもヤ

マトシジミ、カキ、ハイガイ、ハマグリなどの汽水産、海産の貝類が出土している。

弥生時代 弥生時代前期から中期にかけて紀の川南岸の平野部で多くの遺跡が展開するようにな

る。 JR和歌山駅東側に広がる太田・黒田遺跡は大規模な集落跡で前期から中期にかけての竪穴

建物跡や前期末とみられる大規模な溝が開削されている。集落東部では銅鐸が出土している。こ

の他前期から中期の遺跡として秋月遺跡、和田遺跡 (301)、神前遺跡がある。和田遺跡では県

内で最も古い段階と考えられる前期中葉の弥生土器の一括資料が土坑から出土している。神前遺

跡では弥生時代前期から庄内期にかけての溝が多数検出されている。弥生時代中期後半から後期

前半にかけて平野部の遺跡が減少する一方で丘陵部では滝ヶ峯遺跡のような高地性集落とみられ

る遺跡が出現する。和田川を挟んで対岸の丘陵上に位置する菖蒲谷遺跡 (254)では弥生時代中

期の方形周溝墓が 5基検出されている。また隣接する千石山遺跡（256)では台状墓4基が検出

されている。弥生時代後期後半になると前述の高地性集落は継続せず、再び平野部に遺跡が展開

する。太田・黒田遺跡、井辺遺跡 (308)、津秦遺跡がそれらにあたり、古墳時代前期まで継続

する。また近年の調査成果により、明確な集落の痕跡は確認できないものの、和田岩坪遺跡では

弥生時代後期後半から古墳時代前期の自然流路を検出し、多数の土器、木器のほか種実を中心と

する植物遺存体が出土した。このことから周囲に当該時期の集落が想定できる。

古墳時代 岩橋千塚古墳群(182~187)は全国的にも有数の群集墳として知られる。岩橋山塊

とその周辺の古墳群も含めると 4世紀末から 7世紀にかけて 900基を超える前方後円墳・円墳

などが築かれている。後期の主要な古墳には結晶片岩を積み上げ、石梁や石棚を持つ「岩橋型」

-1-
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と通称される横穴式石室が構築されている。岩橋千塚古墳群の大日山地区に所在する大日山 35

号墳では多種多様な埴輪が出土しているほか、秋月遺跡、鳴神V遺跡では平野部に築造された円

墳・方墳が古墳時代初頭から後期にかけて確認されている。

古代 古代においては紀伊一宮の日前・国懸神社が造営され、日前宮南の平坦部には方位がN-

50~6.5° -wの条里地割が確認できる。太田・黒田遺跡では井戸から和同開弥や万年通宝が、

鳴滝V遺跡からは陶硯、緑釉陶器、土馬などが出土している。

中世以降 神前遺跡では鎌倉時代の溝や耕作痕が確認されている。また、鎌倉時代に整備された

宮井用水の一つである「中溝」水路の肩とみられる遺構が検出されており、これに伴う屋敷地の

区画溝も検出されている。

太田・黒田遺跡は羽柴秀吉による紀州征伐に伴う水攻めで知られた太田城の推定地があるが、

既往調査において幅 10m、深さ 3mの 16世紀代とみられる堀状遺構や、土塁などが確認され

ており、いずれも太田城及び水攻めに伴う遺構と見られる。
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表 1 岩橋千塚古墳群寺内地区周辺の遺跡一覧
遺跡番号 遺跡名 所在地 種別 時代 立地 概 要

174 I禰宜［遺跡 禰宜 I散布地 丘膿褥 土師器

175 禰宜n遺筍 禰宜 散布地 縄文 丘綾裾 サヌカイト

176 禰宣員慮 禰宣 貝環 縄文（前絹～讐期） 丘績撮 綱フ文）、土ハ纏イ、ガ石イ暑．（匙ヤマ、●トシ●ジ鐵、ミ錘．ハ、マ斧グ）、リ骨、負マ暑ガ（キ骨、針そ、の牙他皇ナイ

177 河南中学校北方遺腑 和佐中 散布地 沖積地 土籐翡（1日河甫中学校所在地北方）

178 和佐中遺躊 和佐中

警
沖糧地 土籐翡

179 和佐寺跡 -.... 丘綾罐 瓦

182 和坂古墳 禰宜 古墳 山腹 円墳

183-1~9 岩区橋千塚古墳群和佐地 下和佐 古墳群 古墳 丘陵 9基の古墳からなる

18 墳岩糧孵干塩古墳欝花山古 鴫神．崖糧、稟栖 古墳群 古墳 山襲 蒻方隻円墳9基• Pl墳89基からなる

185 岩構千爆古墳騨 崖疇柵内、鴫神、 井辺、 古墳群 古墳 山● 前方畿円墳13基、方墳4基、円墳455基からなる

185-562 岩古橋墳千燿古墳群天王塚 下和佐 古墳 古墳 丘膿

186 

重
古墳孵 古墳 山塵 蒻方懺円填15基、円墳60基からなる

187 

璽
古墳 山塵 円墳33基からなる

188 古I・ 丘膿 1須重霧、土饉墨瓦専

209~215 古墳 丘膿 21基

218 古墳群 古墳 丘陵 3基

219 0環～ー・・ 丘膿・
, ___ 

220~222 古 .. 古墳 丘贖 円墳3基

245 古匹 古墳 丘綾 円墳3基

246 チショ古墳 ロ91ヽた 古 古墳 丘綾 円墳径75m 高さ 2m 直刀

247~249 城 I・̀  一 古四 古墳 丘綾 3基

250 城 跡 吉礼 散布地 弥生 丘陵 弥生土器

251 相坂 古墳 古墳 丘陵 円墳

252、253 群 井戸 古墳群 古墳 丘贖

254 菖 鱒 井戸 i散布地 弥生～古墳 丘讀 昏
上墓土鰤纏須重醤

255 ロ 言礼 散布地 弥生～中世 丘醸麟iii 畦畔、魔路など

256 千石 井戸 散布地 弥生 丘綾斜面

257~259 井戸 轟匹 ’̂  古墳 丘陵

260 馬場 相坂 古 古墳 丘陵

261 属 相坂 I散布地 ，弥生 丘陵斜面 →-.. 

262~265 群 相坂 古墳群 古墳 丘綾 4基

266 出土地 吉皇 出土地 弥生 丘綾 欅文銅鐸

267 墳

籠
古墳 古墳 丘綾 ？、横穴式石室？

268 奥須佐窯跡 窯跡 奈良 丘陵麓 器（壷、坪）

269 円満寺古墳 古墳 古墳 丘陵 、横穴式石室、須恵器、（坦、坪）

270 峯古墳 奥須佐 古墳 古墳 丘陵
須円墳憲、器径16Sm、高1Sm、竪穴式石室、埴輪（円筒、盾、人、家）、

271 

騨
奥須佐 窯跡 奈良

庫F“' 
須恵器（畳、 甕、坪）

272 吉星 窯跡 奈良 須恵器（壼、甕、坪）

273 吉皇 窯跡 奈良 須恵器（壼。甕、坪）

274 頭陀寺 古墳 古墳 円墳

275 頭陀寺 I散布地 1弥生 丘陵麓 寺院跡もある。石鏃、瓦

279、280 I松原古墳群 ii,1冨 古墳群 古墳 丘綾 2基

281 滝ヶ峯古墳群 攀疇手 古墳群 古墳 丘陵 円墳3基

282 濤ヶ峯遺馳 藁鵬寺（寓甫市多田） 集落跡（員撃） 弥生 陽関）

283 藁勝 --- ^I• ＇占可 丘贖

284 辺遺跡 小瀬田 散布地 古墳 平地

285 薬勝寺 寺院跡 奈良～平安 台地

286 --手 I散布地 弥生 台地

287 松原 散布地 丘綾靖

288 松原 散布地 丘陵端

289 遺跡 江南 散布地 縄文 丘陵

290 跡 江甫 散布地

旦丘丘丘星績陵綾蟷蟷塑291 曽 跡 江育 散布地 古墳

292 曽 i●白ヽ 江冑 I散布地

293 曽 ,I・ 江冑 古墳 古墳

294 城の n遺跡 醐日

息
丘籠靖

295 

雷饂西吉礼遍肇

1118 丘霞罐

296 朝日 池畔

297 朝日 古墳 丘讀

298 Z= I●文 .Ii-
299 吉礼 弥生 丘籠蟷

300 吉礼 散布蟻 弥生 丘膿嶋

301 和田 ーユ噌•9 1弥生 '--皿

307 神前遺躊 神前 集用養水鱒鱚、 弥生～江戸 沖糟

308 井辺遺纏 辺神前 -----奪生一古墳

誓309 辺

喜
●文

310 nヽコヒー 古墳

311 ,ilJ 古埠～0• 丘●罐

312 辺 弥生～古m 平地

313 ’̀’’ 弥生～＝ロ 平地

314 9- 弥生～工心 ＇上噌■9

315 鴫神 平地

317 鴫， 散布遍 ●文～弥生 丘贖●

319 用水襲鱒 ・直 平増

321 散布逮 平安～鎌倉 丘膿罐

322 票 散布地 古墳 丘膿靖

323 雫 散布地 丘績靖

324 岩 散布地 平地

353 興徳寺跡 鳴神 寺院跡 中世 花西南山丘斜隣面の

361 冬野遺跡 冬野 散布地 中世 丘陵麓

367 井辺皿遺跡 井辺 散布地 繰文 丘陵麓

370 朝日石出土地 IJIB 出土地 弥生 平地

381 1岩構JI -- 散布嬉 古墳～室町 平地

姻 岩橋m 過橋 散布地 平安江戸 丘膿蟷

412 号墳 朝日 古墳 古墳

鬱413 境原 散布地 弥生～室町

414 黒谷 散布地 弥生～奈良

415 本濃 散布地 古墳～平安

422 土地 朝日 墳墓 奈良

427 岩糧 集蒐 古墳中近世 沖積培

440 蘊ヽヽ云這 一』層~言"’ l古て～に口7 ＇~罵--

※グレーの遺跡は過去に調査された遺跡
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第2章調査の経緯と経過

第 1節調査の経緯

調査は近畿農政局和歌山平野農地防災事業所（以下、和歌山平野農地防災事業所という。）によ

り新溝支線水路工事が計画され、事業予定地の一部が周知の埋蔵文化財包蔵地である「岩橋千塚

古墳群寺内地区」内に位置していたことに起因する。令和 3年8月 17日付け 3近和第 407号で

和歌山平野農地防災事業所長より、和歌山県教育委員会（以下、県教育委員会という。）へ文化財

保護法第 94条第 1項の規定に基づく埋蔵文化財発掘の通知が行われ、これに対し令和 3年8月

26日付け文第 04010016号の (35)で確認調査を必要とする旨の通知を県教育委員会が和歌山

平野農地防災事業所長に行った。その後、令和 3年 11月25日付け 3近和第 564号及び令和4

年 5月23日付け4近和第 5184号で和歌山平野農地防災事業所長より県教育委員会へ確認調査

の実施について依頼があり、県教育委員会は令和 3年 12月1日付け文第 04260002号の 14及

び令和 4年 5月27日付け文第 05270052号でこれを受諾し、和歌山平野農地防災事業（新溝支

線水路工事）に伴う岩橋千塚古墳群寺内地区確認調査として実施した。現地調査は、令和4年 3

月23日・ 24日、令和 4年7月 14日・ 15日の計4日間で、合計 24.0rriの範囲で行われた。

その結果、県教育委員会により事業予定地については記録保存目的の本発掘調杏が必要と判断

されたため、和歌山平野農地防災事業所長より県教育委員会へ発掘調査の実施について依頼があっ

た。これを受けて公益財団法人和歌山県文化財センター（以下、当センターという。）に県教育委

員会より令和 5年 2月 15日付け文第 02150004号で実施計画書提出の依頼があり、令和 5年3

月 13日付け和文セ第 342号でこれを提出した。

その後、令和 5年 3月 14日付け文第 042150004号の 2で当センターヘ県教育委員会より和

歌山平野農地防災事業所長と委託契約を締結するよう依頼があり、令和 5年4月 13日付けで和

歌山平野農地防災事業所長と当センターとで「令和 5年度和歌山平野農地防災事業新溝支線水路

工事等に伴う埋蔵文化財発掘調査業務」の契約を締結した。契約期間は令和 6年3月31日まで

である。

第 2節発掘調査と普及活動

1.発掘調査

契約後、当センターは令和 5年 5月8日付け和文セ第 647号で文化財保護法第 92条第 1項の

規定に基づく発掘調査届出書を和歌山県地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和 31年

法律第 162号）第 55条第 1項及び県教育委員会の事務処理の特例に関する条例第2条に基づき、

和歌山市を経由して、県教育委員会に提出した。

発掘調査は、令和 5年 7月 10日から一時休止期間を挟んで同年 11月8日までの期間で実施

した。なお、発掘調査に伴う工事は「和歌山平野農地防災事業新溝支線水路工事等に伴う埋蔵文

化財発掘調査業務等に伴う岩橋千塚古墳群寺内地区発掘調査工事」として、ヤスキ水道工業株式

会社に再委託した。調査地は平成 27年度に実施した「和歌山橋本線道路改良工事及び近畿自動

車道松原那智勝浦線（仮称）和歌山南スマートインターチェンジ建設工事」（寺内古墳群、相方遺

跡第 1次発掘調査）の調査区西端に接する部分であり、現状は道路、農業用水路及び果樹園であ

る。契約当初の調査面積は 461.lrrlであったが、既設カルバートボックスに隣接する部分はカル
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バートボックス埋設時に遺構面以下まで攪乱されていたため、県教育委員会と協議の上、今回の

対象範囲から除くこととなり、最終的に 428.2rriの調査を行った。

調査は調査地北側の道路部分を調査区 1、南側の既設水路及び果樹園部分を調査区2として各

区ごとに調査を実施した。県教育委員会による確認調査の成果を参考に、現在の道路等造成土や

果樹園の表土及び旧耕作土を機械掘削の対象とし、遺構面から O.lmの保護層及び遺物包含層以

下を人力掘削とした。調査対象地で確認した遺構面 1面で、部分的に 2面確認した。記録保存と

しての平面実測図・断面実測図を作成した。調査区 1では調査地区隣接地を排土置き場として使

用し、調査区 2では掘削した土砂は後続する新溝支線水路工事の工程上、埋め戻しを行わず処分

した。

2.普及活動

また調査期間中の令和 5年 11月6日（月）には、調査成果を県民に見ていただくため、現地

公開を実施した。雨天ではあったが近隣住民を中心に 6名に参加していただいた。

写真 1 遺構掘削

第3節 出土遺物等整理業務

1.出土遺物応急整理

写真 2 現地公開

出土遺物については、その時期決定を行い、調査方法の判断資料とするため当センター事務局

整理棟において応急的な洗浄作業を実施し、出土遺物台帳の作成作業を実施した。また、現場で

撮影した中判デジタルカメラ及び 35mmフルサイズデジタルカメラの RAWデータはリネーム

後、適切なデジタル現像を行い、 TIFFデータに書き出して保管した。現地調査の遺構等の記録

図面は、地区別・図面種別などの区分を行い図面ファイルに収め、応急的な整理を実施した。

2. 出土遺物等整理業務

報告書作成に伴う出土遺物整理業務は発掘調査で出土した遺物全点を対象に行った。遺物の登

録・注記・接合・補強・実測等の一連の作業を行うとともに遺構実測図の調整を行い、遺物実測

図と共にデジタルトレース作業を実施し、これらを組版して図面原稿を作成した。現場で撮影し

た遺構写真等について整理を行い、報告書掲載の遺物写真を撮影した。遺物写真と遺構写真の組

版を行い、写真図版を作成した。

また、遺物観察表を作成するとともに一連の作業を踏まえて原稿執筆を行った。

業務は令和 5年8月から実施し、一時調査区 2の発掘調査等により出土遺物整理業務の休止期

間を設けたが、令和 6年3月に本書を刊行するに至った。

-6 -



第 3章 既往の調査成果（図2)

岩橋千塚古墳群寺内地区に所在する古墳については、「寺内古墳群」として昭和 42年に関西

大学考古学研究室よって実施された寺内 59号墳． 60号墳の発掘調査をはじめとして県教育委

員会 (22号墳など）、和歌山市教育委員会 (57号墳など）による発掘調査が行われている。

今調査地に直接関連する既往調査として、平成 27• 28年度にかけて「和歌山橋本線道路改良

工事及び近畿自動車道松原那智勝浦線（仮称）和歌山南スマートインターチェンジ建設事業」及

び「海草振興局建設部調査移転外事業及び近畿自動車道松原那智勝浦線（仮称）和歌山南スマー

トインターチェンジ建設事業」に伴って岩橋千塚古墳群寺内地区(187)及び相方遺跡 (440)の

発掘調査が実施されている。調査地は丘陵部南西裾部に位置する 4,022rriであり、開析谷を流れ

る自然流路と、微高地には弥生時代の竪穴建物数棟のほか、古墳時代の竪穴建物、古代から中世

の掘立柱建物、溜枡、平安時代の水路跡、鎌倉時代の堀立柱建物、土坑、溝など各種の遺構と多

量の遺物が確認されている。また、平成 29年度に県教育委員会が実施した試掘確認調査におい

ても、従前の調査で確認された自然流路の延長部分と、弥生時代から古墳時代の竪穴建物をはじ

めとする各種の遺構が検出されている。このため岩橋千塚古墳群寺内地区の南西部は丘陵上に位

置する古墳群と丘陵裾部に展開する弥生時代から中世までの集落跡である相方遺跡とに分けて考

えることができる。

Y
1
1
-
7
1
,

5
0
0
 

E
 

Y
1
1ー

7
1
,

4
0
0 D

 

Y
1
1ー

7
1
,

3
0
0 c

 

Y
1
1ー

7
1
.

2
0
0 B

 

Y
1
1
-
7
1
,
 1

0
0
 

A 

゜゚
5
 

，
 

8
 ，
 

~
 

＝
 

x
 

Y
1
1
-
7
1
,

0
0
0
 

寺内古墳群・相方遺跡

第 2次調査
6
 

X=-198, 600 

7
 

X=-198, 700 

令和 5年度調査区
8
 

X=-198, 800 

図2 調査区及び既往調査区位置図
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第4章 調査方法

第 1節地区割（図 3~5)

調査区の地区割は、平成 27年度に実施した「和歌山橋本線道路改良工事及び近畿自動車道松

原那智勝浦線（仮称）和歌山南スマートインターチェンジ建設工事」（寺内古墳群、相方遺跡第 1

次発掘調査）及び平成 28年度に実施した「海草振興局建設部調査移転外事業及び近畿自動車道

松原那智勝浦線（仮称）和歌山南スマートインターチェンジ建設工事」（寺内古墳群、相方遺跡第

2次発掘調査）で設定した平面直角座標系（平成 14年度国土交通省告示第 9号）第VI系を使用し

遺跡を網羅する北東に基点 (X=-195,000 m、Y=-70,000m)を設け、その点から南西にむかっ

て大区画・中区画・小区画を設けて区割を行った。大区画は西方向、南方向へそれぞれ 1km四

方の区画を 1単位とし、基点から西方向ヘローマ数字 I～皿、南方向ヘアラビア数字で 1~4と

表記した。これにより今回の調査区は大区画II4区に位置する。中区画は大区画II4区画の北東

隅をA地点と定めて、西方向へ 100mごとにB、C、D…、南方向に 2、 3、4…という軸を設

定した 1辺 100m四方の区画で、北東隅の地区名を用いてAl、C3などと呼称する。中区画

の北東隅を a1地点として、そこから 4mずつ西方向へb~y、南方向へ 2~25とそれぞれの

方向に 25分割し、一辺4mの正方形区画を小区画とする。小区画は北東隅の地区名から a1区

~y25区と呼称する。地区名は、中区画ー小区画 (A1 -a 1区など）で表す。今回の調査区は、

中区画でB7・B8の範囲内に位置する。

Y
1
1
-
7
3
.

0
0
0
 

m 

Y
1
1ー

7
2
,

0
0
0 II 

Y
1
1ー

7
1
.

0
0
0
 

ー

Y
1
1ー

7
0
,

0
0
0

l(＝ー195,000

ー

X=-196, 000 

2
 

X=-197, 000 

3
 

JIHGFEDCBA 
• 1 

2 
3 

X=-198, 000 

4
5
6
7
8
9
1
0
 

4
 

図3

X=-199,000 

地区割（大区画）

-8 -

| 



Y
1
1
1
7
1
,

5
0
0
 

E
 

D
 

Y
1
1
1
7
1
.

3
0
0
 c

 

Y
1
1
1
7
1
,
 1

0
0
 

Y
1
1
1
7
1
,

2
0
0
 

Y
1
1
1
7
1
`
4
0
0
 

B
 

A
 

L 

｀ ~ 

゜゚
5
 

．
 

8
 ，
 

↑
’
 ――

 x
 

Y
1
1
,
7
1
.

0

8

 

6
 

X=-198, 600 

7
 

X=-198, 700 

8
 

X=-198, 800 

，
 X=-198, 900 

図4 地区割（中区画）

X=-198, 700 

a y X W V U t s r q p 0 n m I k j 
21 
2 

ー・ 2 
I 2 
I ワ 25 

I 1/ / 1 i目：ifI 1 
|ノ／＇ ／ヽ V 2 

I 

一
レ—· ヽノ 3 

＼ ーレ 4 
司 省 Fr つ 5 

6 
7 

-< l. l 8 

発掘調査は、造成土及び遺物包含層

より上を建設重機による機械掘削で、

遺構面保護層 O.lmもしくは遺物包含

層以下を人力掘削で進めた。また、状

況に応じ、下層確認トレンチを設定し、

遺構面以下の土層堆積状況を確認した。

第2節調査現場の記録作業等

岩橋千塚古墳群寺内地区の調査に伴

い、下記に示す記録作業等を行った。

記録は、写真撮影と実測図面作成を

行った。写真撮影については、中判デ

ジタルカメラ及び記録用の 35mmフ

ルサイズデジタルカメラを使用し、デジタル画像データ (RAWデータ及びJPEGデータ）には

全てファイルごとに撮影内容を記載して保存している。記録図面は、縮尺 1: 20の遺構実測図

（遺構平面図・断面土層図）及び遺構位置全体図を作成した。また、調査区 2は南壁断面を基本

とし、必要に応じて土層図などを記録として作成した。

-
7
1
,

2
0
0
 

図5 地区割（小区画）
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第5章調査の成果

第 1節 調査概要（図 7、写真図版1)

調査区は北側の道路部分である調査区 1との南側の既設水路及びその南にある果樹園及び畑の

一部である調査区 2に分かれる。

検出した遺構は、古墳時代後期から古代までの土坑や小穴、谷状地形及び丘陵末端の自然地形

の落込み、中世の土坑、小穴、溝などである。

第 2節基本層序（図 6 • 8) 

調査区 2の南側断面士層の基本層序について記述する。

第 1層：現代の果樹園耕土、既設道路並びに水路

の造成土・攪乱である。標高 3.80m~

4.00mで、東西方向にほぼ水平を保つ。一

第2層：旧水田耕作土及びその床上である。

第 3層：にぶい黄橙色から灰黄褐色の細砂を主体

とする土層で弥生時代から中世の遺物を

少量含む遺物包含層である。

1m 

ロニ
T. P=3. BOm l :4Q 

図6 基本層序 (2区南壁）

第4層：黄褐色から明褐色の土層で背後の丘陵を構成する軟質岩盤及びその風化土が堆積した土

層である。無遺物層で、遺構の多くは第4層上面から掘り込まれており、この上面が遺

構面を形成する基盤層と考える。調査区北東では標高 3.50m、西端では 3.40mで現況

の第 1層と同じくほぼ水平を保つが、調査区の中央部では 2.90mまで下がる。これは

後述する谷状地形によるものである。

第 3節遺構と遺物

〔古墳時代後期から古代の遺構と遺物〕

30土坑から 53小穴は後述の自然地形の落込み埋土の下にある第4層から掘り込まれる。

30土坑（図 9、写真図版2 • 6) 調査区 2東部で検出した土坑で、平面形状は楕円形を呈する。

長軸 0.60m、短軸 0.24m、深さ 0.22m、断面形状は三角形である。出土遺物は古代とみられ

る土師器・須恵器の細片がある。

31土坑（図 9、写真図版 2 • 6) 調査区 2東部で検出した上坑で、平面形状は楕円形を呈して

いる。長軸 0.5m、短軸 0.32m、深さ 0.20m、断面形状はやや歪な台形状である。出士遺物は

古代とみられる土師器・須恵器の細片がある。

34土坑（図 9、写真図版 2 • 6) 調査区 2東部で検出した上坑で、平面形状は楕円形を呈し、

長軸 0.54m、短軸 0.40m、深さ 0.16mで断面形状は歪な船底形である。出土遺物は古墳時代

中期から後期とみられる須恵器坪身（ 1)のほか古代とみられる上師器・須恵器の細片がある。

37小穴（図 9、写真図版 3 • 6) 調査区 2東部で検出した小穴で、平面形状は楕円形を呈し、

長軸 0.44m、短軸 0.32m、深さ 0.18mで断面形状は三角形状である。出土遺物は古代とみら

れる須恵器の細片がある。
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10 

II 
12 
13 
14 
15 

!OYR4/4褐細砂溌シルト
lOYRS/3にぶい黄褐細～中粒砂混シルト
¢1~10cm円礫 ・礫含
IOYR4/2灰黄褐中粒砂混シルト
10YR4/4褐細砂況シルト
lOYR3/3暗褐シルト混
2. 5Y4/4オリープ褐細砂溌シルト
7. 5YR4/6褐細砂況シルト
cf>l~3cm礫少量含
2. 5Y4/3オリープ褐細砂混シルト

2. 5Y4/4オリープ褐細砂混シル ト

¢1~3c遠少昼含
IOYRS/4にぶい黄褐細砂況シルト
¢1~3cm礫少量含
2. 5Y5/6黄褐細砂シルト少羹混

cf>l~3c這少髪含
lOYRS/3にぶい数褐細砂シルト多量況
2. SYS/2暗灰芸シルト鉄分沈贅（旧水田床土）

IOYR4/4褐細砂シルト含
IOYRS/4にぶい数褐細砂混シルト
IOYRS/4にぶい鼓褐細～中粒砂混シルト

16 

17 
18 

19 
20 

21 
22 
23 

24 

25 

26 
28 

I0YR6/4にぶい黄橙細砂シルト多く混

4>1~3c濃少量含
7. 5YR4/3褐シルト混細砂
IOYR4/4褐細～中粒砂混シルト
IOYR6/31こぶい黄橙シルトプロック混

¢1~3cm礫少量含
IOYR6/3にぶい箕橙シルト細砂多量混
IOYR6/2灰黄褐シルト混細砂
LOYR6/8明黄褐シルトプロック少籠含（鋤溝埋土）

IOYR6/2灰黄褐シルト混細砂（鋤溝埋土）

IOYRS/3にぶい黄褐中粒砂混シルト (2自然地形の落込み埋土）

IOYR3/3曙褐シルト細～中粒砂混

4>1~3c濃 少量含(2自然地形の落込み埋土）
IOYR4/4褐シルト中粒砂混
¢l~3c濃含(2自然地形の落込み埋土）
IOYRS/4にぷい黄褐綿～中粒砂混シルト

4>1~3cm礫少量含(2自然地形の落込み埋土）

IOYRS/6黄褐シルト混中粒～粗砂(2自然地形の落込み埋土）

7. SYRS/6明褐～IOYR6/6明黄褐岩（地山）

(20小穴l
I IOYR4/2灰黄褐シルト混中粒砂

(44小穴】
I lOYR4/3にぶい黄褐シルト混中粒～粗砂

(32 • 75小穴】
I IOYR4/2灰黄褐シルト混中粒～粗砂

(45小穴l
I IOYR4/4褐シルト混中粒砂

¢ l~3c叫秦含

(50土坑 •55 • 64小穴l
I IOYR5/41こぶい黄褐シルト混中粒砂

(77 • 78小穴l
I IOYR3/3暗褐シルト 中粒～粗砂多量混

(15溝】
I 7. 5YR6/8橙シルト

IOYR3/2黒褐シルトプロック含

4>1~3c畔盤細片含

基本層序
1 ~ 6 ••第 1 思
7 ~18…第 2層
19 • •第 3 層

20~21・・・中世以降の鋤溝埋土

22~26…2自然地形の落込み埋土
28…第4層



表 2 遺構一覧

遺構書号 大区画

1 BB 

2 B8 

4 BB 
5 B8 
6 88 
7 B8 
8 B8 ， 郎

10 B8 
11 BB 
13 BB 
14 BB 

15 BB 

16 BB 
17 B8 
18 B8 
19 B8 
20 B8 
21 B8 
22 B8 
23 B8 
24 BB 
25 B8 
26 B8 
27 B8 
28 88 
29 B8 

30 B8 

31 BB 

32 88 
33 B8 

34 B8 

35 B8 
36 BB 
37 BB 
38 BB 
39 郎

40 B8 
41 B8 
42 B8 
43 B8 
44 BB 
45 BB 
46 BB 
47 88 
48 B8 
49 B8 
50 88 
51 B8 
52 88 
53 B8 
54 88 
55 B8 
56 B8 
57 B8 
58 BB 
59 B8 
60 88 
61 B8 
62 88 
63 B8 
64 B8 
65 B8 
66 88 
67 B8 
68 B8 
69 BB 
70 BB 
71 88 
72 B8 
74 B8 
75 BB 
76 B8 
77 BB 
78 B8 
79 88 

※3 • 12 • 73は欠番
※数値は全て検出長

小区画

q4 
p4 
p4 
p4 
p4 
o • p4 
o4 
o4 
s4 
t4 

u～胄4

o3 
o3 
o3 
o3 
o3 
o3 
o3 
o3 
o3 
1D3 
p3 
o3 
p3 
p3 

p3, 4 

p4 

“ p4 

p4 

p4 
p4 
p4 
p4 
p4 
p4 
p4 
p4 
q4 
p4 
q4 
q4 
q4 
q4 
q4 
q4 
q4 
q4 
q4 
q4 
q4 
r4 
r4 
r4 
r4 
r4 
r4 
r4 
r4 
r4 
r4 
s4 
s4 
s4 
s4 
s4 
s4 
s4 
s4 
p4 
t4 
r4 
r4 
r4 

種顆 形状

溝 溝状か

落ち状遺構 不整形

土坑 半円形

土坑 半円形

土坑 半円形

土坑 半円形

土坑 半楕円形

土坑 半楕円形

土坑 半楕円形

土坑 半楕円形

土坑 円形

土坑 楕円形

溝

小穴 円形

小穴 円形

小穴 円形

小穴 円形

小穴 半円形

土坑 楕円形

小穴 円形

小穴 楕円形

小穴 円形

小穴 円形

小穴 円形

小穴 円形

小穴 円形

土坑 半円形

土坑 楕円形

土坑 楕円形

小穴 半円形

小穴 円形

土坑 楕円形

小穴 円形

小穴 円形

/Jヽ穴 楕円形

小穴 円形

小穴 円形

小穴 円形

小穴 楕円形

小穴 楕円形

小穴 円形

小穴 半楕円形

小穴 半楕円形

土坑 楕円形

小穴 円形

土坑 楕円形

小穴 円形

土坑 半楕円形

小穴 円形

土坑 溝状

小穴 円形

小穴 円形

小穴 半円形

小穴 楕円形

小穴 円形

小穴 円形

土坑 楕円形

土坑 楕円形

小穴 円形

小穴 円形

土坑 楕円形

小穴 楕円形

小穴 楕円形

小穴 円形

小穴 楕円形

小穴 楕円形

小穴 楕円形

小穴 円形

小穴 楕円形

小穴 円形

小穴 円形

小穴 半円形

小穴 楕円形

小穴 半円形

小穴 半円形

小穴 円形

長長さ径(m) 

甘`
深さ（＂） 出土遺物 傭考

30 0 3 0 不明 弥土須瓦近生師器恵世土器器、陶器磁、、器、 図11、12

21 50 約200 約080 須瓦弥土近器師恵世生器磁器、土器、、器、 図10、12

0 52 0 18 0 10 
0, 64 0 28 0 06 
0 78 0 44 0 08 
0. 80 0 34 0 12 
0 98 0 10 0 10 
0. 84 0 28 0 08 
0, 90 0 08 0 14 
0 90 0 12 0 12 
0. 50 0 47 0 18 
0 28 0 40 0 12 

B 30 ： 尖0 50 
0 68 0 12 土師器

0 18 0 14 0 14 土師器

0 14 0 14 0 40 底で21土坑とつながる

0, 14 0 16 0 10 
0, 14 0 14 0 24 
0 18 0 14 0 24 
0 60 0 40 0 44 土師器

0. 30 0 26 0 05 
a 34 0 24 0 10 
0. 30 0 30 0 09 
0 32 0 28 0 08 
0, 30 0 28 0 08 
0 34 0 32 0 06 
0. 34 0 32 0 11 
0 90 0 42 0 10 

0. 60 0 24 0 22 土9目師言器翠、 図9

0. 50 0 32 0 20 土須帥恵器器じ 図9

0 28 0 20 0 32 
0 20 0 20 0 18 

0 54 0 40 0 16 土須師恵器器、 図9、図 12

0, 28 0 24 0 12 34土坑より古い、図9

0 20 0 20 0 08 
0 44 0 32 0 18 須恵器 図9

0 44 044 0 26 土師器

0 38 0. 34 0 24 
0, 16 0 16 0 18 
0, 22 0 18 0 08 
a 34 0 22 0 14 
0. 16 0 16 0 16 
0 30 0 12 0 32 
0 28 0 25 0 20 

0 52 0 34 0 22 図9

0 20 0 20 0 05 
0 50（東西） 0 42（南北） 0 06 46土坑 •49 ヽlヽ穴より古い、図 9

0 40 0 32 0 32 土師器 図9

0 52 0 42 0 08 
0. 40 0 32 0 10 
1 32 0 28 0 06 図9

0 36 0 26 0 08 図9

0 46 0 40 0 06 52土坑より古い

0 12 0 80 0 12 
0 40 0 34 0 38 
0. 34 0 26 0 24 
0. 28 0 26 0 18 
0 70 0 40 0 36 
0, 54 0 32 0 20 
0 20 0 20 0 10 
0 30 0. 26 0 14 

0 58 0 26 0 20 

0 42 0 36 0 20 
0 28 0 22 0 08 
0 30 0 28 0 14 
0 30 0 24 0 24 
0 28 0 20 0 22 
0 34 0 18 0 10 
0. 20 0. 20 0 16 
0 42 0 20 0 28 
0 30 0 29 0 07 
a 22 0 20 0 26 
a 34 0 12 0 08 土師器

0 26 0 16 0 18 
0 12 0 06 0 14 
0 20 0 10 0 10 
0 16 0 14 0 15 
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46土坑（図 9、写真図版 3• 4 • 6) 調査区 2東部で検出した土坑で、遺構の前後関係から

48土坑より新しい。平面形状は楕円形を呈しており、長軸 0.52m、短軸 0.34m、深さ 0.22m、

断面形状は歪な台形状である。出土遺物は古代とみられる土師器細片がある。

48土坑（図 9、写真図版 3・4・6) 調査区 2東部で検出した土坑で、遺構の前後関係から 46

土坑． 49小穴より古い。平面形状は円形で長軸 0.50m、短軸 0.42m、深さ 0.06m、断面形状

はごく浅い船底形を呈する。出土遺物はなかった。

49小穴（図 9、写真図版4・6) 調査区 2東部で検出した小穴で、平面形状は円形で長軸

0.40m、短軸 0.32m、深さ 0.32m、断面形状は歪な三角形状である。出土遺物は土師器の細片

がある。

52土坑（図 9、写真図版4・6) 調査区 2東部で検出した土坑で、遺構の前後関係から 53小

穴より新しい。平面形状は溝状で長軸は1.32m、短軸 0.28m、深さは 0.08m、断面形状は船

底形である。出土遺物はなかった。

53小穴（図 9、写真図版4・6) 調査区 2東部で検出した小穴で、遺構の前後関係から 52土

坑より古い。平面形状は円形で長軸は 0.63m、短軸 0.26m、深さは 0.06mである。出土遺物

はなかった。

〔古代から中世の遺構と遺物〕

2自然地形の落込み（図 10、写真図版 5 • 6) 調査区 2で検出した自然地形だが、人為的に削

平した可能性のある痕跡があるため、遺構として報告する。検出長 21.50m、検出幅約 2.00m、

深さ約 0.80m。遺構北側は既設水路により大きく攪乱されており、本来の規模や断面形状等につ

いては不明である。埋上は大きく上下 2層 (a-1~2層と a-3~5層）に分けることができ、

下層では古代の土師器甕の口縁部（ 2)、須恵器壺とみられる体部 (3)が出土し、上層では古墳

時代後期の須恵器坪身（4)、大甕の体部 (9 • 10)古墳時代後期から古代とみられる甕または壷

の口縁部 (5~8)、土師器の坪 (14)、古代の須恵器甕口縁部 (11)、脚付壷（12• 13)、土師器

碗（15)、鉢 (16)、古代末から中世の遺物として黒色土器A類椀 (17)、土師器かまど (18)が出

土するほか、細片のため実測していないが弥生土器片や瓦器が出上しており、比較的量も多いこ

となどから、埋没時期は古墳時代後期から古代（下層）と中世以降（上層）の 2時期が考えられる。

ただし、埋土上層には上師器皿や国内産陶磁器などが出土しないことから、埋土上層の埋没時期

は中世前半までと判断できる。また、埋土上層に多様な時期の遺物が含まれるのは、調査地北東

にある相方遺跡や丘陵上及びその斜面地にあった遺物を押し流しながら埋没したためと考える。

出土した遺物の中には須恵器大甕の破片が複数含まれており、個体数の復元が困難ではあるが、

調整や胎土の違いから複数個の大甕が存在していたことが推測できる。このため調査区南の丘陵

上に未発見もしくはすでに削平された古墳があり、出土した須恵器は古墳祭祀に由来する大甕の

破片の可能性も指摘しておきたい。遺構南側は丘陵部の小規模な谷状地形、その末端部に位置し

ている。また、今回の調査区北東部にあたる平成 27年度の既往調査地で丘陵末端の自然地形及

び既設水路に沿った東西方向の落ち込み (51自然地形の落込み）を確認しており、埋土に弥生時

代から中世の遺物を含む。既往調査の 51自然地形と 2自然地形の落込みが関連すると考えられ

るが、 51自然地形の落込みには特に奈良時代の遺物を多く含むこと、また埋上に差異がみられ

ることから連続するとは断定できない。 2自然地形の落込みの埋上下の第4層上面で前述のとお

り多くの土坑・小穴を検出している。
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〔中世以降の遺構と遺物〕

1溝（図 11、写真図版 7) 調査区 1で検出した溝とみられる遺構である。既設道路の攪乱によ

り埋土も大きく削平されており、規模・断面形状等について詳細は不明なものの、検出長約

30.0m、検出幅 3.00mで調査区 1の攪乱を受けた西側以外のすべてが遺構と考えられる。溝は

調査区外北へ広がるとみられるが、隣接する現状の水路と異なり、調査区西側で北に湾曲すると

みられる。調査区南側にある丘陵末端の自然地形の落込みを利用し、低湿地のシルト質土を開削

した用水路の可能性が嵩い。出土遺物は瓦器椀（19~23)、瓦器皿（24)があり、 1溝の埋没時期

については 12世紀ごろの可能性が高いと考えられ、中世に日前宮が土地開発に伴って開削した

宮井新溝の一部と考える。

遺物包含層等の出土遺物（図 12、写真因版9)

今回の調査において遺物包含層出土及び攪乱等によって原位置を離れたと見られる遺物は以下

の通りである。

須恵器甕口縁部 (25)、須恵器坪 (26)は調査区 1の1溝埋土から出土しているが他の遺物の

出土状況から混入した遺物と考える。土師器土釜 (27)は調杏区 2の既設水路の攪乱土から出土

している。
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第 6章まとめ

今回の調査では、遺構が本来展開していたと考えられる丘陵末端部について既設道路及び水路

の攪乱の影響を強く受けていたことが分かった。特に調査区 lは遺構埋土まで攪乱の影響を強く

受けており、検出した 1溝の規模等については推定の域を出ない。また調査区 2でも既設水路の

攪乱の影響で 2自然地形の落込みの全容を把握することが困難な状況である。ただし、遺構の検

出状況及び士層断面、出土遺物を検討した結果、調査区周囲の土地利用について以下のように復

元案を示す（図 13)。

まず古墳時代から古代にかけ、調査地南側丘陵部裾部で、谷状地形にあって比較的緩やかな傾

斜を持つ部分（①)に多数の土坑・小穴が集中する（②)。今回確認した 2自然地形の落込み部分

がこれにあたる。これは相方遺跡における竪穴建物をはじめとした弥生時代後期から鎌倉時代ま

で断続的に続く人々の活動と重なる部分がある。しかし、相方遺跡で検出した竪穴建物や柱穴は

確認できなかった。そのため相方遺跡における集落の居住域とは考えにくく、丘陵裾部の高まり

に相方遺跡の集落の人々の活動の痕跡がわずかに残ったものと理解できる。またこの時期、調査

地の北側は、基本層序第4層の自然堆積層がグライ化していることから低湿地帯が広がっていた

可能性が高い。

①
 
北

弥生時代以前

南

丘綾末端の落ち状地形

久 ‘‘
 久

丘陵斜面

（軟質岩盤及び風化土層）

） 

t
 

②

ー

古墳時代～古代

南

古墳時代後期～古代

第4層上面に遺構が形成される

遺；

丘陵斜面

（軟買岩盤及び風化土層）

久 久、
•' 

自然堆積層（低湿地帯か） 自然堆積層（低湿地帯か）

③
 
北

古代～中世前期

南

2自然地形の落込み埋没

久 た（軟質岩；円ば｛化土層）

• ‘ 下層
低地（低濯地帯か）

） 

④
 
北

中世前期以降

南

低地（低湿地帯か）

⑤ 
北

近世以降の水路
（現況の既設水路）

¥ 

近世～現在

丘陵斜面及び末端上を整地

し、景樹園として利用

！ 
南

図13 調査地周辺の土地利用変遷案

-20 -



次に、 2自然地形の落込みが埋没する（③)。埋土の堆積状況と出土遣物から、南側の丘陵上

及び斜面の遺構を浸食し、堆積土に含まれる遺物を押し流しながら次第に埋没していったと考え

られる。また、 2自然地形の落込みから出土する遺物の中には、個体数を復元できないものの、

須恵器の大甕の体部とみられる破片が出土している。現状、調査区南の丘陵上に古墳は確認でき

ないが、岩橋千塚古墳群寺内地区では須恵器祭祀を伴う古墳の存在が発掘調査から明らかになっ

ており、同様の須恵器祭祀を伴う古墳が存在していた可能性がある。 2自然地形の落込みの埋土

下層から中世の遺物が出土しないこと、埋土上層からは古代末から中世前半とみられる土師器の

細片や瓦器椀片が出土することから、埋没時期は古代末と鎌倉時代の 2時期が想定できる。

一方、湿地帯が広がっていた調査区 1付近では、出土した遺物から 12世紀以降、用水路とみ

られる 1溝が掘削され、調査区北側へ生産域が拡大していたと考えることができる（④)。その

後、この 1溝を踏襲しながら次第に丘陵裾部に沿うように北及び南側に延長され、現在の用水路

と生産域を形成していったと考えられる（⑤）。

今回の発掘調査は埋蔵文化財包蔵地図によれば岩橋千塚古墳群寺内地区の範囲であるが、検出

した遺構及び出土遺物の内容は相方遺跡に由来するものと考えられ、当該遺跡の範囲の想定につ

いては更なる調査を要すると考える。

表3 出土遺物観察表 ※（ ）は復元値

冑翡 翡 地区 翡 種類 雛種
注量(cm)

残（部存位率） 形態・技法 胎土 蜆成 色隕 儀 考
口径器高底径

1 23 088 
2区 34 須憲器 坪身 3 O+ 0 3) 悶 外面面・外底面部体に部回に転回ヘ転ラナケデズ、右リ、回内りやや粗 1~2m•の石英？微量 良好 外内断面面：賞灰灰白 反転復元

p4区画 埋土

品
2 

外断内面面面：明：明ぽ櫨赤赤褐褐～灰褐2 19 073 
（埋黒褐土色3層土）

土鰤醤 甕 (178) 2 1+ 5り以下 全体にヨコナデか？ 密細かい白色砂粒多量 良好 反転復元

2区 2 
カ内カキ面キ目に目、回囀ナ転突デナ文かデ？、` 外外面面上下部部にに 外断内iii面iii：：： 灰黄にぶ灰い黄褐3 25 069 

q区i!i に埋げ土藁3の層下）
須恵器 壼？ (5 1) 5`以下 密最大2m■位の石英？微量 良好

4 9 055 
2区

埋（こ土げ上茶層） 須恵器 坪身 (13 3) 4 3 (75) 20% 内に外回転面ヘにラ回ケ転ズナリデ、、左外回面り底か部 密最大2•■位の石英？微量 良好 内外断面灰 反転復元
p小区

品
2 

口壼縁？部 唱部 部内外・外面面に頸回部転にナ自デ然．釉内？面・ロ縁 外自|1fi内然面面而釉：：： 褐灰未：灰灰応白～にぶい黄橙5 12 062 
埋（黒土褐色上土層） 

須恵器 116 0) 4 2+ 密 1~6nm位の石英多量 良好 反転復元

2区 2 
壼or: 咀部 部内外にナ面デに回転ナデ、 内外面頸6 15 060 

0区画 （埋こIf土茶2色層土）
須恵器

ロ縁
(14 6) 3 8+ 密細かい白色砂粒少量 良好 内外断面灰白 反転復元

2区 2 
壼ロo縁r部甕 然内釉外付面着に回転ナデ． 全体に自 外内断面面面オ黄に灰ぶリー～い黄オブ橙黒リーブ黒7 14 063 

p区画 （埋こl土ガ2計層色）
須恵翡 (174) 6 1+ 5%以下 密 細かい白色砂粒少量 良好 反転復元

8 13 066 
2区

に埋土げ藁22色~填3層I 須恵器
ロ出

(23 41 3 2+ 唸部 部内外に面自然に釉回付転着ナデ、内面・ロ縁 密 1~4•m位の石英少量 良好 外断内面面面＇褐灰灰褐灰 反転復元
p区画

2区 2 

品 最密大細）•か•のい石白英色微砂量粒多量、 外内面断面：灰灰賞褐9 26 060 
0区画 （埋こt/土藁2色層土）

須恵塁 5%以下 同心円文、タタキ後カキ目 良好

2区 2 

品 同自然心釉円付文着、かタ？タキ後カキ目、 内断外面面：灰：黄～灰貴灰10 27 060 
0区画 に埋If土蒼2色層土）

須恵塁 5紅J.下 密細かい白色砂粒多量 良好

2区 2 

ロむ
11 21 063 

p区画 に埋げ土茶2層色）
須恵器 (16 0) 2 2+ 5%以下 全体に回転ナデ 密 綱かい白色砂粒少量 良好 内外断面灰白 反転復元

2区 2 鵬付畳？
高2台5%部 高内に台外回面転ヘに回ラ転ケナズデリ、、外貼面り底付部け 内断外面面：灰．褐灰12 10 067 

（埋黒褐土色1層土）
須恵器 3 7+ (4 8) 密 綱かい白色砂粒微量 良好 反転復元

q区画
底部

p2区区画
2 脚付壷？

高1台5%部 内面下り部付・外にけ面高回上転台部ヘにラ回ケ転ズナリデか、外 外内断面面面 ：：：灰灰灰白白～灰13 20 063 
（埋こげ土茶2層色）

須恵器
底部

2 S+ (8 0) 貼面 ？ 、 密 細かい白色砂粒少量 良好 反転復元

2区 2 
部めロ謁縁に部ヘ整不ラヨ明コミ瞭ガナキデか．？内、面磨・外滅面の下た 密

閲嘗；高P明ぷ森鳩い褐14 24 075 
V区画 （埋こげ土荼2色層土）

土師器 坪 (157) 3 O+ 5¥以下 良好 反転復元

15 18 066 
2区

に埋土げ藁22色~填3層I 土師器 椀？ (133) 2 8+ 5り以下 口ビオ縁サ部エヨコナナデデあ、り 内外面にユ 密 細かい赤色酸化粒少量 良好 内外断面橙 反転復元
p区画

2区 2 
高1台0%部 密醸化粒1 n少•以量下～3m1位の赤色16 17 063 

p区画 に埋巾土2紐層） 土師器 鉢？ 2 4• (10 0) 内外面ナデか？、貼り付け嵩台 良好 内外断面檀 反転復元

2区 2 
黒籍色A土類 百怠 高2台5̀部 外面面にヘナラデミ、 ガ貼キり（付不明け諫高）台、 内 密少量、1 •1•~以2下●mのの赤石色英酸微量化粒 外断内面面面：稟にに褐ぶぶいい橙帽～浅黄橙17 11 060 

0区画 に埋1煤土2色層土）
幌 1 7+ 良好 反転復元

2区 2 
軽 ,q+ 序f ユビオ5本サ／エ1 ” によるナデか、 密中量綱かい石英赤色酸化粒 外内断面面面橙に灰ぷ賞褐い橙18 16 062 

p区画 埋（黒土褐色上土層） 
土暉器 かまど 5%以下

ハケ c 
良好

1区 1 
高5台0怜部 貼整ラ不りミ付ガ明キ瞭け高あ台り？、、内磨面滅にの見た込め・穎ヘ 密量 1 mm位の赤色酸化粒少 内断外面面：灰：灰白19 4 035 

p3区画 （埋旧土遺楕下面層） 
瓦器 椀 1 O+ (3 8) 良好 反転復元

1区＋ 1 
高2台0%部 外貼内面面りにに付ヘユけラビ嵩オミ台ガサ、キエ粘（・不土ナ明付デ瞭着あ）かり、、 外内面断面：灰．灰白20 8 036 2区画 埋（旧土遺構下面層） 

瓦器 椀 1 O+ (4 3) 密 細かい黒色粒少量 良好
反転復元

s31区区画

1 
高3台0%部 外ヵり＼面付塵にけユ滅高のビ台オた、サめ内譴エ面鬱・にナ不ヘデ明ラあ謹ミり、ガ貼キ 内断外面面灰灰白21 3 034 

1埋（旧土遺構下面層） 
瓦器 幌 1 6+ (4 0) 密細かい石英（？）微量 良好 反転復元

-2l _ 



冑閲闘 地区 翡 種類 器種
法:ll(cm)

残（部存位率） 形態・技法 胎土 焼成 色謁 傭 考
口径器高底径

1区 1 
外iiiにユデ？ビ、ーオ磨段サ滅、エの外・たナ反めデす調ある整り、不、内朋口面贖縁へ部

内外面灰白～灰 紀伊型か
22 5 033 v3区画 埋（旧土遺構下面層） 

瓦器 椀 (130) 4 6+ 20% にミガヨキコかナ ラ
密最大2mm位の石英？微量 良好 断面灰 反転復元

1区＋ 1 ； る部面にヨユコにピナオヘデサラ一エミ段ガ・ナ・キやデ（や不あ外明り且ね 内外面暗灰
23 7 036 

埋（旧土遺構下面層） 
瓦器 椀 (140) 3 4+ 10% 良好

2区画 、内面 ） 
断面灰白 反転復元

24 2 005 1区 東遺蟷構か面直ら②上 瓦器 皿 (8 0) 1 8 (6 0) 20% ュ口緑ビオ部サにエヨコナナデデあ、り 内外面に密 良好 内外断面灰 反転復元

25 1 005 1区 真遺蟷構か面直ら②上 須恵器
ロ：部

- 4 1+ - 5%以下 転内ヘ外ラ面ケにズ回リ転ナ波デ状文、あ外面りに回 密 最大3mm位の石英微量 良好
外内面面黄灰灰

断面灰白

26 6 036 
1区＋

皇
須恵器 坪 (130) 3 7+ - 10% や内外外反面すにる回転ナデ、 口縁部や 密 良好 内外断面灰 反転復元

2区画

ロ？ 碧コナデ、鍔内部面貼にり工『密 1~ 片5m岩mの中石量英、門量 1 内外面， 27 22 051 2区 土師器 土釜 4 B+ - 5%以下 ~6mmの～ 2ヽmm 良好
に デか？、 付 の赤色酸化粒少量

断面明褐

-22 -
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ふりがな いわせせんづかこふんぐんてらうちちく
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いわせせんづかこふん わかやまけん

ぐん 和歌山県 135° 20230710 
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13' 428.2rrf 地防災事業新

墳群 和歌山市森小手穂
302015 187 

22.71" 溝支線水路工
てらうちちく 地内 39.66" 20231108 事等
寺内地区

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

古墳時代後期から古代に
岩橋千塚古

古墳時代 土坑、小穴、自然地形の
弥生土器、土師器、須恵 かけての土坑や小穴、溝

墳群寺内地 古墳群 器、黒色土器、瓦器、国 のほか、中世以降に埋没
区

～古代 落込み、溝
内産陶磁器 した自然地形の落込みを

検出した。

岩橋千塚古墳群寺内地区南西端に位置する調査区で、古墳時代後期から古代にかけての土坑や
小穴、溝や古代から中世にかけて埋没したとみられる自然地形の落込みを確認した。また、中世
以降に埋没したと考えられる東西方向の溝を確認したが、これは宮井新溝の一部である可能性が
考えられる。

出土した遺物は調査地東方に位置する相方遺跡と共通するものがあり、調査地の周囲は相方遺

要約
跡の一部と評価することができる。また、出土した遺物には古墳時代後期とみられる須恵器の大
甕の破片が複数点確認できたことから、調査地南側の丘陵上及びその斜面地に、古墳が所在して
いた可能性が考えられる。
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